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研究成果の概要（和文）：コロナ禍で高齢者の生活価値空間は大きく変化した．その中で本研究は，社会的接触
を回避する資源保全行動が健康維持に貢献する一方，未来の暮らしの価値空間のための資源開発ができず，結果
として幸福度を低下させる傾向があることを見出した．この打開策として地域ボランティア活動が有効である
が，活動内容で効果に違いがある．特に，社会的距離を縮める活動は参加意思決定の遅延を招かず，生活価値空
間に良い効果があることが明らかになった．これを基にサービスデザインとの接合を検討し，高齢者の責任化の
プレッシャーを可視化し，ウェルビーイングを高めるサービス構想ツールを開発した．そして社会人講義にて適
用し，高い満足度を得た．

研究成果の概要（英文）：The life value space of the elderly has changed significantly due to the 
COVID-19 pandemic. This study found that while resource conservation behavior that avoids social 
contact contributes to health maintenance, it fails to develop resources for the life value space of
 future life, and as a result, tends to reduce well-being. Local volunteer activities are effective 
in overcoming this issue, but their effectiveness differs depending on the content of the activity. 
In particular, activities that shorten social distance do not delay the decision to participate, and
 have a positive effect on the life value space of daily life. Based on this, this project developed
 a service design tool that visualizes the pressure to take responsibility for the elderly and 
enhances their well-being. The tool was applied to a lecture for working adults and obtained a high 
satisfaction rate.

研究分野： サービス経営学

キーワード： 高齢者　サービスデザイン　豊かな暮らしの価値提案　資源統合

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，社会的接触を回避する資源保全行動が一時的には健康維持に寄与するものの，長期的には幸福度を低
下させることを示した．これはサービス研究における資源統合のトレードオフとして新規の視点を付与した．加
えて，責任化の影響を可視化するサービスデザインツールや，ロードマッピング手法を応用した新しいサービス
デザイン技法を提案した．これにより，高齢者のウェルビーイング向上に資する視点を複数個開発・体系化し
「ウェルビーイングマーケティング」講義を実施し，社会的意義として高い評価を得た．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

１．研究開始当初の背景 

一般に我々は，ヒト・モノ・情報そして関係性といった資源を，自らの価値観や生活習慣の中で
意識・無意識に有機的に統合・使用し，生活の価値を創造している（図１）．こうした，いわば
暮らしの価値空間が我々の生活の基盤にある． 

しかし加齢により様々な身体的・精神
的虚弱の課題が生じると，社会参画に対
する恐れ感情に発展し，結果としてその
価値空間の資源密度が低くなり，また空
間内の資源選択も限定させることで，創
造する価値の質が低下するという問題を
シニアは根本的に持っている．この事態
は当人の健康課題に発展することもあ
り，高齢社会において検討すべき重要な
テーマといえる． 

本研究は，サービス経営研究として，暮
らしの価値空間に関わるシニア特有の問
題を見出し，状況改善のアプローチ方法
を構築・検証することを通じて，高齢社会
における豊かな暮らしの価値空間形成を
目指した．そして，こうしたこれまでの申
請者の研究から見出した着想基盤を背景
に，研究全体として「高齢社会において，
シニアの豊かな暮らしの価値空間を形成
するための，資源の統合・使用を支えるサ
ービスはどのようにデザインでき，高度
技術社会とどのように共創的発展が可能
か」を中核的な問いとして設定した． 

２．研究の目的 

中核的問いに対し研究開始当初は 3 つのタスクを設定した．その実施を通じて，高齢社会にお
ける豊かな暮らしの価値空間形成のためのサービスデザイン方法論を構築することを目的とし
ていた．当初これらタスクを，申請者の在外研究期間を活用しスウェーデンおよび英国で調査を
実施することを計画していたが，新型コロナ感染症の影響で渡航計画を取りやめ，調査手法も再
検討を余儀なくされた．問いは維持したものの，最終的に設定したタスクは以下である． 

 [T1] コロナ禍でシニアの暮らしの価値空間，および資源統合行動がどう変化したかの実態
把握． 

 [T2] 変化したシニアの暮らしの価値空間を改善する地域コミュニティ活動分析と技術の
役割 

 [T3] 高齢社会における暮らしの価値空間を豊かにするサービスデザインの視点構築 

３．研究の方法 

新型コロナ感染症流行の状況のもとで計画を修正し，下記を実施した． 

 コロナ禍でシニアとの対面定性的調査が困難な背景から，探索的質問紙調査で着想を得る
ことに切り替え，石川県内特定地域において行政・福祉団体と連携して悉皆調査をした．  

 スコーパスのデータベースを通じて文献調査を実施し，今後の社会で必要になるであろう
デジタルリテラシーについて何がどこまで議論されているのかを把握した． 

 
図 1 本研究開始当初からの学術的問い 



 2022 年 12 月 20 日に豊かな暮らしの価値
空間シンポジウムを行い，２名の研究協力
者と共に合計４件の成果報告を，シニアが
中心となって進めている地域活動の主催
者が集まる中，行った（図２）． 
 パネル議論では，人生 100 年時代におい
て必要なことの１つに，Hope のあるサービ
スがあるとし，自分自身が向上心やキャリ
アアップができるようなことを通じて，活
動への継続性を高めていくことが重要で
あることを共有した． 

 これまでの知見を統合し，高齢社会のため
の豊かな暮らしの価値空間形成に向けた
サービスデザイン手法開発を行った．これ
までの研究タスクから，高齢者向け支援技
術は高齢者の自立を支援する一方で，社会的孤立を増大させるリスクもあることを確認し
ていた．そのため，高齢者個々の社会的背景を考慮したうえでサービスの中でどう技術適
用する必要があるかを考えるフレームワーク開発を目指した． 

４．研究成果 

調査からは，コロナ感染回避のために他者と接
触を伴う活動を避けるといった資源保全行動
は，自らの健康状態を危機に晒さないという点
で幸福度の維持を目的としていた．一方でその
行動は最終的には当人の幸福度を低下させる
傾向があった．したがって，コロナ禍では資源
の保全に加え，資源回復・創造に向けた行動が
暮らしの価値形成において必要であると考え
られる．地域ボランティア活動は，資源回復・
創造において可能性を持っており，特に，社会
的距離を縮め，過去（に可能だったこと）を取
り戻すことを目的とした活動は，その参加を先
延ばしにしようとする傾向が低いことが分か
った．このことは，高齢者が自らの生活の価値
を形成していく際に気軽に始められるボラン
ティア活動の特徴を示すものである（図３）． 

定量調査結果から，生活者個人の行動志向性には資源保全と資源投資があり，そのバランスが
重要であることを見出した．とりわけ資源投資には他者性や自らの置かれているコミュニティ
への愛着が重要である．また参与観察では，シニアの生活課題抽出はもとより，ロードマッピン
グという手法自体が，シニアを含めた参加者の未来志向性を刺激し，行動変容を動機づけること
を見出した．この経験をもとに，多主体の未来志向の知識創造を促す方法論として，知識経営論
を応用した新しいロードマッピング技法を提案・論文化した． 

具体的には，高齢者が暮らしの価値空間の質を上げる手段の 1つとして，ボランティア活動に
注目した．高齢者は，自らが培ってきたスキルや知識を社会と共有する過程そのものが，当人の
ウェルビーイング形成に重要であることが既存研究で指摘されている．この一方，組織における
知識共有は，個人の持つ知識への心理的所有感や人間関係性などにより，必ずしも効果的に進む
わけではないことが指摘されている．この現象が高齢者のボランティア活動でどう顕れている
かについて，オンラインアンケートを実施し 496 件の有効データ分析した．結果，活動に対して
自己決定できる状態にあるほど，非生産的知識行動（知識隠蔽等）が抑制傾向を示すことがわか
った．一方で，ウェルビーイングである状態はそれに直接的には有意に影響していないこともわ
かった．ここから，幸福実感よりは，幸福に至るための機会（例えば自己決定感を得られる作業
に従事している等）の保有が，知識の共有に重要であることが示唆された（図４）．ここから，
高齢者の暮らしの価値空間における諸資源（例えば人間関係性という資源など）を増やし，そこ
での価値共創の質を高めるための社会的支援アイデアの着想を得た． 

文献調査からは，高齢者のサービス開発においては，社会的エンゲージメント向上を中心に設

 
図３ 石川県某市地域での悉皆調査結果 
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図２ 豊かな暮らしの価値空間シンポジウム
の様子（オンライン併用） 



計することが，生活の質，特に長寿のためのメ
ンタルヘルスを高めることまでは言われてい
るものの，技術をどのように用いることでそれ
が促進しうるのかは十分に議論されていない
ことを見出した．これを踏まえ，高齢者の生活
の価値空間を如何に高めていくべきか，課題の
抽出の仕方と対処のありかたを構想できるよ
うな思考のためのデザインツールを開発した． 

 具体的にはサービス研究における「責任化研
究」をもとに，政府や地域コミュニティが消費
者にもたらす責任化（従来責任を負っていた対
象がそれを消費者に転嫁していくこと）が，ど
のようなテーマで顕在化し，それによって高齢
消費者は自分のウェルビーイングのためにど
のような行動をとることが期待されるように
なったのかを構造的に考えるフレームワーク
を作成した（図５）．教育の場において複数回
適用し，金融，教育，健康，社会的弱者の生活
を始めとしたテーマにおいて，関係主体が社会
的に何を期待され，どのようなサービス或いは
サービス技術を欲し，それを獲得する際にどの
ような困難さ（アクセス，金銭・体力面での困
難等）を持っているのか，を思考可能であるこ
とを確認した．このフレームワークは当初，年
齢条件を意識して開発をしていたが，試行過程
で高齢者に限定するものではないことを見出
した． 

 サービスデザインとして，このフレームワー
クで表出化したアイデアをもとにどのように
既存のデザインツールと接合が期待できるか
を，2024 年 3 月 22 日に米国の研究者と国内研
究者 2 名を交えたセミナーにて議論した．結
果，顧客ジャーニーマップや価値星座アプロー
チ，インタラクションデザイン等との親和性を
見出し，それらとの接合のアイデアを共有し
た．そして同時に，それはウェルビーイング志
向のマーケティング実践の中核になりうるツ
ールであることを参加者で確認した（図６）． 

最後にこれまでの研究結果を総括する．この基盤研究は新型コロナ感染症の中で遂行するこ
とになった．感染を避けるために，他者との不要不急の接触をしない生活スタイルが定着してい
ったことは，高齢者の暮らしの価値空間が半ば強制的に質の低下を余儀なくされたことを意味
した．その中にあって，本研究はまず，そうした他者との社会的接触の回避が確かに高齢者の生
活の価値空間における資源統合機会を失わせ，自らのウェルビーイングを下げていることを実
証した．そして同時に，高齢でも比較的参加しやすい地域ボランティアの中でも，特に昔のルー
ティンを取り戻したり，地域での社会的関係性を取り戻したりするようなボランティア目的だ
と当人に認知されると，それは比較的すぐに活動に移されていく傾向を見出した．こうしたこと
は様々な情報通信技術を活用することで，その効果を得られる機会が増加する可能性があるた
めに，高齢者であっても何らかのデジタルリテラシーが求められることも確認できた．今回はコ
ロナ禍の社会的影響が極めて大きかったために，題材がそれに寄ったところは認めつつも，マー
ケティング論における責任化のテーマと関係づけることで，他の（シニアの暮らしの価値空間に
影響する）社会課題について，何がどうなって，新しいサービスを欲しがり，更にそこにはどの
ような課題があるのか，といったサービスデザインのためのフレームづくりを可能にした．これ
らの知見を体系化し，その成果を JAIST での新設講義「ウェルビーイングマーケティング」の実
施につなげた．参加受講者からは「ウェル―ビーイング志向でマーケティングを考えること自体
が，今までにないマーケティングの不足分を問い直す活動につながる」といったフィードバック
を含め，高い満足度や理解度を得ている． 

 

図４ ボランティア活動に於ける非生産的
知識行動の影響要因分析結果 
(Shirahada and Zhang, 2022; JKM) 

図５ 生活の価値空間における責任化の実
態と望ましいサービスを構想できるツール 
 

 
図６ ミニセミナーの様子 
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